












































































































































































































































































































































ふの三階の屋根と吾室の障子の間 僅かばかり見える山の頂を眺めるたびに」という表現を用いている。これは 考えてみると、ガラス戸越し 庭 草花や大空を眺めら た子規の状況より、もっともっと苦し あり方ではないか しかし、漱石は実際の風景のほんの断片を見つつ、そこから広大な風景を心情の中で 感していたのである。
　そうした心境の表現として、最初俳句を試みていた漱石は、漢






されていることを、余り否定的に見ることはない ろう。 「大空」の二文字を意識的に繰り返すことで 漱石は風景 の一体感を確認し、心情を解放しているのである。 「二十」 一章を書きながら、手帳の中のこの五絶を見出し、文末に書き添え 漱石の心境は、余裕に満ち ように思う。
　見事にドストエフスキーを媒介に、自己と大患のつながりを描
















































け止めようとしたのであり、その意味で「二十一」は、 「二十」とは対照的な色彩を持つのである。 「二十」で心情を凝縮した漱石は、 「二十一」ではそっと事実を辿る。ベアリングの書物の受け止め方でも、この様に違う る。 『思ひ出す事など』の面白さは、自分の内面に向かう、自分を解放するという、そうした表現構造における相反する重層的な世界が見事に言語化され、漱石から筆の動きのままにほとばしり出ているところ あろう。
３ 　重層的な「影」の世界
　『思ひ出す事など』の「二十」で、もう一つわたくしが興味深



































































































つ「雨の降る日」の章に見られるものである。漱石は、雛子 野辺送りをした翌日 骨上げ ため落合の焼き場に向か 現在の早稲田通りを高田馬場駅から西の方角に向かい、左右の欅の木













































る概念的なもの 象徴ですらなく 又一切 指示性を持たないという在り方に於てこそ、初めて天地山水は本質的に無我無心なのである」という理解を示した。 「雲」の種々相を解明するという、近代の科学的な手つ
き９
とは違った所で、漱石は、事物・表象・言











































五「ＵＰ」 、後『かたち三昧』 〈二〇〇九・七・二二、羽鳥書店〉所収）に、雲をめぐる近代科学を踏まえた言説に いての素描がある。
　＊本稿は、第九十三回鎌倉漱石の会例会（二〇〇八・一二・七、鎌倉
帰源院）での同題の講演を出発点に、考察を深め ものである。









藤楸邨と石田波郷、長谷川櫂、種田山頭火、野見山朱鳥、角川源義についてのものがそれぞれ収録されている。（二〇〇九年五月 　翰林書房 　四六判 　二八〇頁 　税込三一 〇円）
 
〔佐々木伸〕
